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競泳プログラムの紹介

　10月 17 日（日）から刈谷市のウォーターパレス KCで始まった競泳プログラムの取材に行ってきました。

競泳プログラムの会場はコロナ禍の影響により今期から刈谷ウイングアリーナからウォーターパレス KC と変更となり、開催日

も土曜日から日曜日に変わりました。

　新しい会場でも新型コロナ感染防止に気を配りながらの開催です。プール内は換気窓が開いており感染対策がしっかり行わ

れていました。そのせいか休憩中は少し寒く感じるくらいです。また、観覧席は三密をさけるため利用禁止となっており残念

ながらファミリー達はアスリートの練習を見ることができません。

　練習については２レーンを貸し切りしていますのでいつも通りの練習ができていました。ただ、２年ぶりの練習でしたので

久しぶりにプールに入ったアスリートもいたようです。

　ファミリーにお話をお伺いすると、アスリートもファミリーも心待ちにしていたとのことでした。開催できて本当に喜んで

いました。ただ、中には会場が変更になりいつもと違う会場には行きたくないと言っていたアスリートもいましたが、練習で

は楽しく泳いでいましたので早く慣れてみんなで楽しく練習ができるようにと願っています。

（広報委員会）

＜コーチの感想＞

　競泳プログラムは、利用させていただいていたプールが、コロナ禍で使用できなくなり、2年ぶりの開催となりました。その間、

使用できそうな会場を探していましたがなかなか見つからず、ようやく今回のウォーターパレス KC で練習できることになりま

した。

　まだまだコロナウイルスの感染脅威は収まらない中、できる限りの対策を行い、密にならないように 10 名のアスリートと 8

名のコーチで 10/17 日から 9 回のプログラム実施にこぎつけました。無理せずにゆったりと楽しくプログラムを進めたいと考

えています。

　感染状況を考慮しながら慎重にプログラムを進めていきますので少しの体調の変化を感じたらアスリート、コーチにかかわ

らず、すぐにご連絡くださいね。よろしくお願いいたします。

（競泳プログラム主任コーチ　久保田 好明）
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バスケットボールプログラムの紹介

　バスケットボールプログラムが 10月 16 日（土）から再開されましたので取材に行ってきました。前期の 4月に一度開催（コ

ロナ禍に伴い中断）してから 6ヶ月ぶりの開催となりました。その間、ほとんどのアスリートが運動することもなく通勤や通

学で歩く程度だったそうです。なかには太りだしてきたので自宅で腹筋をしたり、近くの公園でバスケットボールの練習をし

たアスリートもいました。自宅の壁にバスケットボールのゴールを取り付けた熱心なファミリーもいらっしゃったみたいです。

また、再開の連絡を受けてプログラムの前日にマンションの周りを走ってウォーミングアップをしたアスリートもいました。

　みんな心待ちにしていたのか前日の持ち物（シューズやユニホーム）の準備も早くできたようです。プログラムが本当に待

ち遠しかったのですね。

（広報委員会）

＜コーチの感想＞

　再開初日の練習は久しぶりということもあって、アップやストレッチの時間をたっぷり取ってケガをしないように心がけま

した。またボール遊びを取り入れて楽しいメニューにしました。

　翌週からの練習はグループを 2 つに分け前半組と後半組に時間分けて練習をしています。前半組はチームプレーが難しいアス

リートを対象にしており、ドリブル・パス・シュートなどの基本練習を中心にしたメニューにしています。後半組はコートをフ

ルに使ってパスやドリブルシュートなど動ける体作りをしています。また、3 対２や 3 対 3 の練習時間を増やし動きの確認をし

ています。

　マスクをしての練習ですのであまりハードな練習はできませんができる範囲で工夫しながらメニューを作っています。

今期は 6回開催しますが早くゲームができる環境になればいいですね。

（バスケットボールプログラム主任コーチ　窪田 将文）

シュート パス

フルコートでパス &ラン フォワードの動き ポストプレーの動き

パス &ラン

練習の様子
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「だれでもサッカー広場」フットボールデー 2021 愛知に参加しました

酒井理事長「名経大市邨インターアクトクラブ設立並びに加盟認証伝達式」に出席

　10月 31 日（日）10：00 ～ 16：00　テラスポ鶴舞（鶴舞公園多目的グラウンド）で「だれでもサッカー広場」フットボールデー

2021 愛知が開催されました。コロナ禍により日常の練習ができてないので他の団体との交流ゲームに参加することはできませ

んでしたが、マルチルーム（展示ブース）で SON・愛知のブースを出展しました。

　マルチルームでは講演会「共生社会に向けてどんなトライができる？～ “スポーツの使い方” を学ぼう！！」（講演者：米田

恵美さん）と障がい者サッカー関係者と学生・市民の方と交流会が行われました。普段見ることがない、ブラインドサッカー

やゴールボールの選手の話を聞くことができました。障がい者も健常者も一緒になって交流できる機会がもっと増えるといい

ですね。

　10 月 30 日 ( 土 )、『名経大市邨インターアクトクラブ設立並びに加盟認証伝達式』が行われました。加盟認証式典には、名経

大市邨高校学校長より、学校側の来賓代表としてぜひ参加してお願いしたいとの意向があり、SON・愛知の酒井俊皓理事長に出

席していたただきました。名経大市邨インターアクトクラブに対し、温かい激励と今後の SON・愛知での活動に応援のメッセー

ジのお言葉をいただきました。

　名古屋経済大学市邨高等学校では、10 年以上にわたり、スペシャルオリンピックス日本・愛知で活動に参加させていただい

ております。週末のボウリング・サッカーなど各スポーツプログラム、ジョギングフェスティバル、サマースポーツキャンプ、

冬季ウインタースポーツプログラム、サンクスパーティ等々様々なＳＯの活動の中で、アスリート・ファミリーの皆様、コー

チやボランティアスタッフの皆様方から多くのことを経験させていただきました。校内有志の参加者はもとより、ボランティ

ア部、スキー部、バトン部、吹奏楽部、女子サッカー部等部活動単位でも参加し、貴重な学びの場を得ています。

　この度、このような SON・愛知での活動の他、「子ども夢の街商店街」、「名

古屋盲学校との交流活動」等々の活動が認められ、名古屋東ロータリー

クラブ様、名北ロータリークラブ様にご提唱をいただき、本校ボランティ

ア部がロータリークラブ様からの加盟認証を受け【インターアクトクラ

ブ】として新たな一歩を踏み出すこととなりました。

　なお、生徒を代表して、ボウリングプログラムに参加している宮下理

臣君が、これまでの SON・愛知と市邨高校との関わりを中心に今後の抱

負をスピーチし、認証状を受け取りました。これからもますます、SON・

愛知の活動にも積極的に参加していきたいと思います。今後もどうぞよ

ろしくご指導お願いいたします。

（名古屋経済大学市邨高等学校　東野 泰之）

会場 ゴールボール交流会

式典でスピーチをされる酒井理事長
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※このニュースレターの印刷は、富士フイルムビジネスイノベーションジャパン株式会社 愛知支社様にご協力
　いただいております。

富士ゼロックス愛知株式会社は2021年4月1日に富士フイルムビジネスイノ
ベーションジャパン株式会社へ社名変更しました。
これからも事業活動を通じて社会課題の解決に継続して貢献していきます。

富士フイルムビジネスイノベーションジャパン株式会社 愛知支社
https://www.fujifilm.com/fb/company/fbj

SON・愛知  運営委員会便り（議事録抜粋）

寄付・協賛  ご協力ありがとうございます！ 2021 年 9 月 30 日 現在

   ＜10 月 13 日（水）18:00 ～ 堀田事務所から web 会議＞ 

１．ボランティア委員会（八塚委員長）　（１）愛知淑徳大学コミュニティ・コラボレーションセンター授業11月12日（金）午前、午後 2コマ実施　ボラン
ティアについて （２）愛知学泉短期大学ヤングアスリートプログラムデモンストレーション11月13日（土）10：00～12：00 岡崎キャンパスにて実施

２．広報委員会（窪田委員長）　 （１）ＮＬ原稿11月号（10月発行）①プログラムの活動紹介（ボウリング星ヶ丘オンライン開催）②ＳＯボランティア説
明会の開催 ③広報委員会Ｐ＆Ｍの紹介 ④支援自販機（日本福祉大学生協様）の設置⑤寄付金（明治安田生命様）の紹介⑥スペシャルオリン
ピックスとパラリンピックの違いについて （２）ＮＬ原稿12月号（11月発行 ）①プログラムの活動・競泳の紹介（競泳・ボッチ） ②SONオンライン
マラソン2021に参加  ③「だれでもサッカー広場」フットボールデー2021愛知 （３）ＮＬ原稿１月号（12月発行）①新年のご挨拶（理事長） ②プロ
グラムの活動紹介③刈谷市「わがまちのつむぎ場13」ブース出展 （４）刈谷市「わがまちのつむぎ場１３」にＳＯのブースを出展・目的：団体の
ＰＲと市民・他団体との交流・開催日：12月5日（日） 13：30～（５）刈谷市民ボランティア活動センターの情報誌「ぼらっち。」にＳＯＮ・愛知の紹
介。主に刈谷でのプログラムと活動写真の紹介 （６）Ｐ＆Ｍの活動・活動メンバーを増やす（5名加入で現在10名） （７）メルマガの内容につい
て（10/11第10号配信）

３．財務委員会（秋重副委員長）　（１）支援自販機31台の入金状況：10月91,908円、1月からの累計856,391円前年比113.8％（２）日本福祉大学美浜
キャンパスに34台目の（稼動中は32台）支援自販機を設置 後日広報用にSON・愛知のパンフレット500部送付。大学内においてもらえるよう依頼 
（３）財務委員会の開催について （４）友輪会について
４.SP委員会（松田委員長） 　（１）スポーツプログラムの再開について ①10月16日（土）から再開する ②卓球については再開を見送り③柔道は会
場の愛知県武道館が酸素ステーションになったことで閉館中再開の見込み立たない （２）スペシャルオリンピックス日本 オンラインマラソン
2021開催 地区組織として積極的に参加することとしたい （３）11月開催の広島柔道大会への参加は見送る

５.ファミリー委員会（河田副委員長）　オンラインマラソンの案内展開
６．事務局（鈴木事務局長）　（１）9月累計の収支報告（２）会費未納の正会員・賛助会員について （３）2022年度予算方針について （４）コカ・コー
ラ社より頂いた「TOKYO2020　オリンピック記念のタオル」抽選と配送の件 （５）ジョギングフェスティバル用Ｔシャツ・サコッシュの件 （６）シス
テム化運用について（７）愛知県からの依頼で「県政150周年記念協力企業・団体の募集」に協力する旨回答 （８）10月30日名経大市邨インター
アクトクラブ設立並びに加盟認証伝達式に酒井理事長出席 （９）SO入会説明会の開催について個別又は複数組で事務局にて対応 （10）今後の
諸予定について（11）次回運営委員会11月10日（水）18：00～

以上

   ◆寄付・協賛  ご協力ありがとうございます。

＜掲載記事のお詫びと訂正＞

11 月号 ３P目掲載記事「明治安田生命保険様から寄付金を頂きました」の写真注釈に誤りがありました。

誤）『 左から阿部様、塩田様、関山様、鈴木事務局長 』  

正）『 左から阿部様、関山様、塩田様、鈴木事務局長 』

読者の皆様ならびに、関係各位にご迷惑をお掛けしましたことをお詫びするとともに、

ここに訂正させていただきます。

10 月 29 日 寄付金

日　付 名称 /連絡先（敬称略）

リネットジャパングループ株式会社 様 

内容

発行 /公益社団法人 スペシャルオリンピックス日本・愛知
〒467-0827　名古屋市瑞穂区下坂町 2-9　丸美タウンマンション堀田 1階

TEL:052-882-5150 　FAX:052-882-5160    mail:soaichi@sage.ocn.ne.jp   URL:http://www.son-aichi.jp
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